
イノベーション交流会 実証活動報告 

- 1 - 
 

お客さまの動向把握・分析の高度化 

 

■ 高速道路運営・保全管理上の課題 

高速道路を利用する車の把握はこれまでトラカンや ETC などで実施していたが、人の動向把握は

実施していなかったため、人流データを取得することで運営・保全の観点で活かすとともに、行動変

容につなげる情報源として利用したい。 

 

■ 実証技術の概要 

「AI Beacon」を用いた SA・PA などの人流データ把握の高度化を検証する。 

※2020年11月実証開始 

 
 

■ 現場実証の結果 

・サービスエリア内に Wi-Fi センサと iBeacon が一体となった「AI Beacon」を複数設置することで、お

客さまの動向を面的かつリアルタイムに把握できる人流データを取得することを確認した。 

・料金所を通過する走行車両から Wi-Fi 電波の取得が確認できたことで、他のデータとのマッチング

により高速道路利用者の動向把握と分析が可能であることを確認した。 
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■ まとめ 

高速道路のトリップデータ、駐車場の混雑状況、休憩施設の利用実態データをマッチングさせる

ことで、駐車場の混雑が発生する原因となる滞在時間の長い店舗や通路の混雑原因となる動線上

の店舗配置など今まで組合せて分析できなかった部分の補完が可能となる。 

更に混雑の原因となる行動分析も可能となり、より快適にご利用いただけるサービス改善の高度

化が図れるようになる。 

 

■ 今後の取組み予定 

リニューアルなどを計画している SAPA に試行的に設置し、お客さまの利用動向を把握し、施設計

画検討やテナント配置計画の基礎資料として活用し、お客さまの利便性やサービス向上を検討する。

また、定期的におこなっている利用実態調査の省力化と高度化を検討する。 

 

■ 先進技術保有企業 

  株式会社フジミック 他 

 

■ 実証に関する問合せ窓口 

 保全企画本部 i-MOVEMENT 推進室  

（イノベーション交流会 事務局運営） 
 

 


